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献血のゆくえ。特集

愛 の ア ク シ ョ ン は、 ど こ へ 届 く？
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「
献
血
の
血
液
は
ど
の
よ
う
に
し
て
、

必
要
と
す
る
人
の
と
こ
ろ
に
運
ば
れ
る
の
だ
ろ
う
」

献
血
を
し
た
こ
と
が
あ
る
人
な
ら
ば
、

誰
も
が
一
度
は
気
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
特
集
で
は
、
献
血
し
て
い
た
だ
い
た
血
液
が
、

輸
血
を
必
要
と
す
る
人
の
も
と
に
届
く
ま
で
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
な
た
が
協
力
し
て
く
れ
た
献
血
で
作
ら
れ
た
血
液
製
剤
に
は
、

多
く
の
人
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

─
─
自
分
の
血
液
を
無
償
で
提
供
し
て
く
れ
る
献
血
者
の
方
へ
の
感
謝
を
忘
れ
な
い

─
─
日
々
の
輸
血
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
患
者
さ
ん
の
い
の
ち
の
た
め
に

「
献
血
の
ゆ
く
え
」
を
追
い
、
人
を
支
え
る
一
つ
の
か
た
ち
を
お
伝
え
し
ま
す
。
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輸
血
用
血
液
製
剤
っ
て
、ど
う
や
っ
て
で
き
る
の
？

献 血 が 輸 血 用 血 液 製 剤 に な る ま で

製剤一部  製剤二課
小野寺 拓 
Taku Onodera

血液は、献
血の募集・

呼びかけから製剤・検査ま
で、人の手と目を使い、最
後に患者さんの体に入って
いくもの。僕にとっては「人
と人をつなぐもの」です。

製剤一部  製剤一課 
製剤四係長
長橋 久方
Hisakata Nagahashi

献血にはじ
まり、多く

の人がたずさわってようや
く患者さんに届くのが血
液。「善意の結晶」ですね。

献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
か
ら
の
血
液
は
、
全
国
７
か
所
に
あ
る
ブ
ロ

ッ
ク
血
液
セ
ン
タ
ー
で
輸
血
用
血
液
製
剤
（
以
下
、
血
液
製
剤
）
と
な
り
、
各
都
道

府
県
に
あ
る
血
液
セ
ン
タ
ー
か
ら
病
院
に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
関
東

甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
血
液
セ
ン
タ
ー
東
京
製
造
所
（
江
東
区
）
に
お
邪
魔
し
て
、
献
血

さ
れ
た
血
液
が
患
者
さ
ん
に
届
け
ら
れ
る
ま
で
の
流
れ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
、説
明
し
て
く
れ
た
職
員
た
ち

01

あなたにとって
血液とは？

検査部  検査二課  検査二係長
橘川 薫 
Kaori Kitsukawa

献血でいただい
た血液がウイル

スなどに感染していないか調べ
ている私にとっては、「未知のも
のがたくさん入っているもの」。
もちろん、尊いものであること
は言うまでもありません。

検査部  検査一課長
矢部 隆一 
Ryuichi Yabe

献血者は、自分
の血液を無償で

提供してくれる「賢者」。私に
とって血液とは「賢者からの贈
り物」です。

あなたにとって
血液とは？

あなたにとって
血液とは？

あなたにとって
血液とは？

NT編集部が見学した日本赤十字社辰巳ビルの外観　検査部門の職員とともに
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特集　献血のゆくえ。

血漿製剤
保存温度：－ 20℃以下
有効期間：採血後 1年間

献血された血液が
患者さんに届けられるまで

製造された血液製剤は
各都道府県の

血液センターへ運ばれる

献血会場
（献血ルームなど）から
1日数回運ばれる

献血した翌日・翌々日には
届けられる状態に

献
血
で
い
た
だ
い
た
血

液
は
、
各
献
血
会
場

か
ら
１
日
数
回
に
分
け
て
、関

東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
血
液
セ

ン
タ
ー
東
京
製
造
所
に
運
ば

れ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
数
は

１
日
に
約
２
２
０
０
本
。
こ

れ
は
全
国
一
の
数
で
す
。
血

液
は
生
鮮
食
品
と
同
様
、使
用

で
き
る
期
間
に
限
り
が
あ
り

ま
す
。
最
も
短
い
血
小
板
製

剤
は
採
血
後
４
日
間
し
か
使

え
な
い
た
め
、迅
速
な
検
査
・

製
造
が
必
要
で
す
。
そ
の
日

届
い
た
血
液
は
、
血
小
板
製

剤
は
翌
日
、
赤
血
球
製
剤
は

翌
々
日
に
は
血
液
製
剤
と
し

て
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

主な輸血用血液製剤

赤血球製剤
保存温度：2〜 6℃
有効期間：採血後 21 日間

血小板製剤
保存温度：20 〜 24℃（要振とう）
有効期間：採血後 4日間

供給

各都道府県の
血液センター

検査・製造
製造所

献 血
献血会場

輸 血
病院

主に循環器系の疾患等に使用されます。主に悪性腫瘍等に使用されます。主に悪性腫瘍等に使用されます。
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試験管を運ぶ時は慎重に

NISSEKI TOKYO 12

献血された血液が、実際にどんな検査
を受け、どうやって血液製剤になって
いるのか、その現場を直撃取材！  機械
化が進みつつも、やはり最後に頼りに
なるのは人の目と手。「献血でいただ
いた血液を、確実に患者さんに届けた
い」という思いで作業しています。

運ばれてきた血液はABO型とRh型の±について調べます。血液型
は、実は250種類以上あるんですよ。ここでは、そのうち代表的な2
つの型を調べているわけです。1日約3000人分の血液を、7台の機
械を使って調べています。病院からの依頼で、輸血を受ける患者さ
んに適合した血液を探すことも。日本の輸血の根幹を支えていると
いう自負を持っています。

次は感染症検査と生化学検査、血球計数検査。感染症検査は基本的
にオートメーション化されています。患者さんに安全な血液をお届
けするために、B型肝炎及びC型肝炎検査、HIV検査など血清学的検
査で6項目、核酸増幅検査で3項目の検査をして輸血による感染を
防いでいます。一方、献血者への検査サービスとして生化学検査と
血球計数検査を行い、健康管理に役立てていただいています。

血液型は、
実は250種類以上ある！

陽性反応は見逃しません！

感染症検査では機械が大活躍

検査＆製剤の作業室を
のぞいてみよう！

検 査 部 門

02
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異常がないか、目視で確認！

NISSEKI TOKYO13

特集　献血のゆくえ。

血液製剤に含まれる白血球は副作用の原因となります。そのため、
採血された血液は白血球除去フィルターを通して白血球を除去して
います。白血球を除去する作業は、すべての輸血用血液製剤に行わ
れています。

遠心分離機で赤血球と血漿の2層にした血液は、特殊な機械を用い
て赤血球製剤と血漿製剤に分離します。赤血球が不足している患者
さんには赤血球のみを、血漿を必要としている患者さんには血漿を
輸血するためです。赤血球は長期保存するために赤血球保存液を加
えて低温で、血漿は凍結してそれぞれ保存します。

安全で高品質な血液製剤に

機械が分離してくれます♪

赤血球と血
け っ

漿
しょう

に分離！

製 剤 部 門

製造された血液製剤は、患者さんへ届ける前に品質を確認します。
患者さんの体に輸血するので、特に気を使う場面です。血小板製剤
の場合は光に透かして人の目でチェックするなど、各製剤に合わせ
た方法で確認しています。検査に合格した血液製剤のみが出荷され
ています。

いくつもの
チェックを経て出荷へ

細心の注意を払って扱います
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全
国
の
司
令
塔
の
役
割
も

全
国
に
７
つ
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
血
液
セ

ン
タ
ー
。
そ
の
な
か
で
、
関
東
甲
信
越

１
都
９
県
の
血
液
セ
ン
タ
ー
を
ま
と
め

て
い
る
の
が
、
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

血
液
セ
ン
タ
ー
（
江
東
区
）
で
す
。
血

液
製
剤
の
需
給
管
理
な
ど
を
担
当
。
ブ

ロ
ッ
ク
血
液
セ
ン
タ
ー
間
の
調
整
も
担

当
し
て
お
り
、
全
国
の
司
令
塔
の
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

過
不
足
な
く

供
給
す
る
こ
と
が
仕
事

製
造
さ
れ
た
血
液
製
剤
は
、
各
都
道

府
県
に
あ
る
血
液
セ
ン
タ
ー
に
保
管
さ

れ
、
輸
血
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
に

届
け
ら
れ
ま
す
。
必
要
と
な
る
血
液
型

や
量
は
日
々
変
動
す
る
た
め
、
常
に
調

整
が
必
要
で
す
。

「
血
液
セ
ン
タ
ー
ご
と
に
規
模
も
違

う
の
で
在
庫
量
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

赤
血
球
製
剤
の
適
正
在
庫
は
３
日
分
。

各
血
液
セ
ン
タ
ー
と
連
絡
を
取
り
な
が

ら
、
在
庫
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
を
行
っ
て

い
ま
す
」
と
説
明
し
て
く
れ
た
の
は
、

同
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
勤
務
７
年
目
の

鳴
瀬
小
笛
さ
ん
。

天
候
や
交
通
状
況
を

に
ら
み
な
が
ら

１
日
２
〜
３
回
の
定
期
便
だ
け
で
供

給
し
き
れ
な
い
の
が
血
液
製
剤
の
難
し

い
と
こ
ろ
。「
一
番
大
変
な
の
は
災
害
時

で
す
」
と
鳴
瀬
さ
ん
。「
災
害
時
は
献
血

者
の
確
保
や
献
血
さ
れ
た
血
液
を
限
ら

れ
た
時
間
内
に
血
液
セ
ン
タ
ー
へ
搬
送

す
る
こ
と
も
困
難
で
す
。
し
か
し
、
他

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
運
ぶ
に
し
て
も
交
通
機

血
液
製
剤
が
病
院
に
届
く
ま
で
の
シ
ゴ
ト
を
追
え
！

03献
血
さ
れ
た
血
液
が
血
液
製
剤
と
な
っ
た
後
、
次
に
必
要
と
な
る
の
は
病
院

に
届
け
る
仕
事
。
で
も
、
ど
の
病
院
に
ど
れ
だ
け
届
け
れ
ば
い
い
の
？

　血
液

製
剤
の
需
給
管
理
と
、
そ
の
指
示
を
受
け
て
配
送
の
準
備
を
す
る
供
給
の
シ

ゴ
ト
の
現
場
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

確
実
に
血
液
を
お
届
け
す
る
た
め
に

　
─
─
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
血
液
セ
ン
タ
ー
・
需
給
管
理
課

関東甲信越ブロック血液センター
事業部 需給管理課 鳴瀬小笛

在庫に余剰がある県から少ない県に融通する調整
をパソコンの画面で行う

ひっきりなしにかかってくる電話の一件一件に丁
寧に対応する鳴瀬さん

関
や
道
路
に
被
害
が
出
て
い
た
り
、
飛

行
機
も
欠
航
し
て
い
た
り
す
る
。
こ
う

し
た
中
で
、
知
恵
を
絞
り
な
が
ら
血
液

製
剤
を
届
け
ま
す
」。

ブ
ロ
ッ
ク
を
ま
た
い
で
血
液
製
剤
を

融
通
す
る
場
合
は
、
飛
行
機
や
新
幹
線

等
を
使
用
し
ま
す
。「
需
給
管
理
課
の
仕

事
は
天
候
な
ど
の
影
響
を
受
け
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
毎
朝
全
国
の
天
気
予
報

と
航
空
便
・
鉄
道
の
運
行
状
況
を
確
認

す
る
の
が
日
課
に
な
り
ま
し
た
」
と
鳴

瀬
さ
ん
。「
私
た
ち
の
仕
事
の
先
に
大
勢

の
患
者
さ
ん
が
い
る
こ
と
、
そ
し
て
献

血
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
今

後
も
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」。

需給管理
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ま
す
。「
需
給
管
理
課
の
仕

事
は
天
候
な
ど
の
影
響
を
受
け
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
毎
朝
全
国
の
天
気
予
報

と
航
空
便
・
鉄
道
の
運
行
状
況
を
確
認

す
る
の
が
日
課
に
な
り
ま
し
た
」
と
鳴

瀬
さ
ん
。「
私
た
ち
の
仕
事
の
先
に
大
勢

の
患
者
さ
ん
が
い
る
こ
と
、
そ
し
て
献

血
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
今

後
も
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」。

需給管理

p10-17_特集.indd   14 2018/12/14   11:48

NISSEKI TOKYO15

特集　献血のゆくえ。

病
院
に
向
け
て
、

い
ざ
出
発
！

　 ─
─
東
京
都
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
・
供
給
課

東京都赤十字血液センター
事務部 供給課 山﨑 健一

1 冷蔵庫内で出庫準備をすばやく行う
2 冷蔵庫や冷凍庫の温度は、1日6回の点検

が義務づけられる、徹底した管理
3 県やブロックをまたいで血液製剤を融通

供給

2

3

1

24
時
間
３
６
５
日

稼
働
し
て
い
る
職
場

「
病
院
か
ら
の
発
注
を
受
け
て
、
そ

れ
に
応
じ
た
血
液
製
剤
を
届
け
る
の
が

私
た
ち
の
仕
事
で
す
」。
東
京
都
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー
供
給
課
の
山
﨑
健
一

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

１
日
の
受
注
件
数
は
７
０
０
〜

８
０
０
件
ほ
ど
。
血
液
製
剤
が
必
要
に

な
る
の
は
夜
中
も
休
日
も
関
係
な
い
た

め
、
血
液
セ
ン
タ
ー
は
24
時
間
３
６
５

日
、
１
日
の
休
み
も
な
く
稼
働
し
て
い

ま
す
。

１
日
２
〜
３
回
の
定
期
便
に
対
し
、

各
病
院
か
ら
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
で
「
〇
〇

製
剤
を
○
本
」
と
随
時
、
注
文
が
届
き

ま
す
。「
血
液
製
剤
を
必
要
と
し
て
い

る
病
院
に
ミ
ス
な
く
確
実
に
届
け
る
の

が
私
た
ち
の
仕
事
。
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー

は
な
い
け
れ
ど
、
着
実
に
間
違
い
な
く

や
る
こ
と
が
大
切
で
す
」（
山
﨑
さ
ん
）。

い
の
ち
を
救
う
た
め
の

橋
渡
し

血
液
製
剤
に
は
有
効
期
間
が
あ
る
た

め
、
東
京
だ
け
で
な
く
全
国
で
融
通
し

あ
っ
て
い
ま
す
。
取
材
に
伺
っ
た
日
、

掲
示
板
に
は
「
Ａ
Ｎ
Ａ 

○
○
便  

沖
縄
」

の
掲
示
が
。
沖
縄
か
ら
東
京
に
血
液
製

剤
が
運
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

「
血
液
製
剤
の
１
本
１
本
は
、
献
血

で
い
た
だ
い
た
貴
重
な
血
液
で
、
患
者

さ
ん
の
い
の
ち
を
救
う
た
め
に
輸
血
と

し
て
使
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
そ
の
橋

渡
し
役
と
し
て
、
日
々
の
業
務
に
追
わ

れ
て
い
て
も
、
そ
の
こ
と
を
見
失
わ
な

い
よ
う
、
患
者
さ
ん
の
体
内
に
入
る
も

の
を
管
理
・
輸
送
し
て
い
る
と
常
に
意

識
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
」
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年
間
に
５
０
０
０
人
分
の

血
液
を
輸
血

交
通
事
故
が
減
り
、
医
療
の
進
歩

で
出
血
の
少
な
い
手
術
が
開
発
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
当
院
で
は
血
液
製
剤

の
使
用
量
が
じ
わ
じ
わ
と
伸
び
て
い

ま
す
。
２
０
１
７
年
の
赤
血
球
製
剤

の
場
合
、
年
間
で
約
５
０
０
０
人
分

の
血
液
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
（
図
１
）。
ま
た
、
輸
血
を
必
要

と
す
る
診
療
科
は
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
（
図
２
）。

約
60
人
分
の
血
液
で

い
の
ち
を
救
っ
た
こ
と
も

急
性
骨
髄
性
白
血
病
の
方
は
、
自

分
で
血
液
が
つ
く
れ
る
よ
う
に
な
る

ま
で
抗
が
ん
剤
で
約
１
か
月
、
治
療

を
続
け
ま
す
。
輸
血
も
必
要
で
、
治

療
が
終
わ
る
ま
で
に
血
小
板
の
場
合
、

約
30
人
分
の
血
液
が
必
要
で
す
。

交
通
事
故
で
大
量
出
血
、
心
肺
停

止
の
状
態
で
運
び
込
ま
れ
た
患
者
さ

ん
が
い
ま
し
た
。
８
時
間
に
及
ぶ
手

術
で
助
か
り
ま
し
た
が
、
そ
の
間
ず
っ

と
輸
血
が
行
わ
れ
、
赤
血
球
30
人
分
、

凍
結
血
漿
25
人
分
、
血
小
板
３
人
分

の
血
液
が
輸
血
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

方
の
い
の
ち
を
救
う
た
め
に
約
60
人

分
の
血
液
が
必
要
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

献
血
に
よ
る
血
液
が
な
け
れ
ば

患
者
さ
ん
の
い
の
ち
は
救
え
ま
せ
ん

04

皆さんに献血していただいた血液が最後にたどり着くのが輸血の現場です。日々、ど
れ位の量が、どのような病気に使われているのでしょうか。武蔵野赤十字病院・輸血
部長の髙野弥奈医師に教えていただきました。

左から2番目が髙野部長。輸血部のスタッフとともに

武蔵野赤十字病院  輸血部長
髙野 弥奈
Hina Takano
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●４歳の夏、脳腫瘍に
　息子の由

ゆ
輝
き
仁
と
は４歳の夏、食べたものを

吐いたり、頻繁に転ぶようになりました。
近所の小児科に連れて行ったところ、「紹介
状を書くから今すぐ大きな病院に行きなさ
い」と言われました。
　都内の病院でCT検査を受けた結果、小
児がんの一種、脳腫瘍を告げられました。
その日のうちに緊急入院となりました。３
日後には、17時間に及ぶ大手術で腫瘍を摘

出しました。
　脳腫瘍の治療は手術したら終わりではな
く、放射線治療や化学療法が行われます。
息子も、手術の４か月後から化学療法が始
まりました。抗がん剤によるひどい吐き気
でご飯が食べられず、髪の毛やまゆげ、ま
つげなど全身の毛が抜けてしまいました。

●40回以上の輸血
　自分で血液を作る力もなくなるため、輸
血が欠かせませんでした。息子は40回以
上の輸血を受けました。輸血のおかげで、
息子は治療を続けることができたのです。
　主治医の先生が血液の状態を毎日何度も
チェックしてくれて、白血球の値などが下が
り始めるとすぐ、輸血のオーダーをしてくだ
さいます。そして、オーダー通りに血液の入っ
たバッグが病室まで運ばれて来ました。

●“善意のかたまり”
　輸血のための小さな血液のバッグは、献

血をしてくださった方々の善意のかたまり
そのものでした。見ず知らずの私たちのた
めに献血をしてくださっている方々の姿を
想像しながら、私は毎回、感謝の気持ちで
いっぱいでした。現在は病気も完全に治り、
息子は大学生になりました。最近は、献血推
進の学生ボランティアにも参加しています。
　息子本人は輸血を受けているので、自分
自身が献血することはできません。でも、
輸血の大切さについて身をもって訴えなが
ら、献血に協力いただける方を少しでも増
やしていきたい、自分のできる形で恩返し
をしていきたい、そんな思いで活動を続け
ています。

こ
れ
ほ
ど
大
量
の
血
液
製
剤
は
病

院
に
備
蓄
で
き
な
い
た
め
、
血
液
セ

ン
タ
ー
に
緊
急
手
配
し
ま
す
。
い
き

な
り
、
こ
れ
だ
け
の
量
の
血
液
製
剤

を
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
、
す
ぐ
に
届

け
て
も
ら
え
る
の
は
本
当
に
あ
り
が

た
い
こ
と
で
す
。

輸
血
に
よ
っ
て

残
り
の
人
生
を
有
意
義
に

緩
和
ケ
ア
的
な
活
用
方
法
も
あ
り

ま
す
。
骨
髄
異
形
成
症
候
群
と
い

う
、
異
常
な
造
血
幹
細
胞
が
つ
く
ら

れ
て
し
ま
う
病
気
が
あ
る
の
で
す
が
、

高
齢
者
の
場
合
、
骨
髄
移
植
は
体
力

的
に
難
し
く
、
抗
が
ん
剤
で
の
治
療

に
な
り
ま
す
。

私
が
担
当
し
た
患
者
さ
ん
は
、
１

か
月
に
１
回
の
抗
が
ん
剤
と
あ
わ
せ
、

２
週
間
に
１
回
、
輸
血
を
し
て
い
ま

し
た
。
輸
血
を
す
る
と
、
と
て
も
体

調
が
良
く
な
る
の
で
、
残
り
少
な
い

自
分
の
時
間
を
家
族
と
の
思
い
出
の

た
め
に
使
お
う
と
、
旅
行
を
楽
し
ん

で
お
ら
れ
ま
し
た
。
輸
血
に
よ
っ
て
、

残
り
の
人
生
を
心
豊
か
に
過
ご
せ
る

の
で
す
。

日
々
、
輸
血
に
携
わ
っ
て
い
る
私

に
と
っ
て
、
血
液
製
剤
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
。
献
血
し
て
く
だ
さ

る
方
々
に
は
感
謝
の
言
葉
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
若
い
方
々
に
も
ぜ
ひ
、
積

極
的
に
献
血
に
協
力
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

献血をありがとう！
脳腫瘍の息子を救ってくれた輸血　〜 小辻まさみさん 〜

献血ボランティアに参加する由輝仁さん（右）

入院当時の由輝仁さん

図1　2017年輸血使用量

図2　2017年診療科別赤血球製剤使用状況
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日
本
人
の
３
大
死
因
と
さ
れ
る
「
悪

性
新
生
物（
が
ん
）」「
心
疾
患
」「
脳
血
管

疾
患
」
は
い
ず
れ
も
生
活
習
慣
に
深
く

関
係
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
疾
患
を

予
防
し
、
早
期
に
発
見
し
て
い
く
た
め

に
、当
院
で
は
、生
活
習
慣
に
着
目
し
た

健
康
診
断
、
か
つ
安
全
で
精
度
の
高
い

が
ん
検
診
を
め
ざ
し
、日
々
、質
の
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。

総
合
病
院
の
特
色
生
か
し

通
常
の
検
査
で
わ
か
り
に
く
い
膵

臓
に
つ
い
て
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
最
近
話
題
に

な
っ
て
い
る
脂
肪
肝
か
ら
隠
れ
た
肝
硬

変
に
至
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
Ｍ

２
Ｂ
Ｐ
Ｇ
ｉ
（
血
液
検
査
）、
が
ん
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
と
し
て
ア
ミ
ノ
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
、そ
の
他
、通
常
の
人
間
ド
ッ

ク
に
は
な
い
項
目
を
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し

て
選
択
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

総
合
病
院
の
特
色
を
生
か
し
、
検
査

は
経
験
・
技
量
と
も
に
優
れ
た
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
行
い
、
中
心
と
な
る
検
査
は
、

す
べ
て
専
門
医
の
判
定
を
元
に
結
果
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

健
診
後
、
結
果
が
す
ぐ
に
判
明
す
る

項
目
に
つ
い
て
は
当
日
結
果
を
ご
説
明

し
、高
度
な
医
療
や
専
門
的
な
検
査
・
精

査
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、

当
院
専
門
科
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
は
、
管
理
栄
養

士
や
保
健
師
に
よ
る
栄
養
相
談
指
導
も

行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
に
伴
い
近
年
、
体
の
健
康
だ

け
で
は
な
く
、
脳
の
健
康
も
重
視
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
院
の
健
診
セ
ン
タ
ー
で

は
、脳
血
管
疾
患
だ
け
で
は
な
く
、認
知

症
に
重
点
を
お
い
た
認
知
症
ド
ッ
ク
も

設
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
健
診
を
受
け
て
い
た
だ
く
だ

け
で
は
な
く
、
健
診
を
有
用
な
も
の
と

す
る
た
め
に
、
結
果
を
個
々
の
受
診
者

に
お
伝
え
す
る
際
、
健
診
結
果
で
今
後

何
に
注
意
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
今

後
ど
ん
な
健
診
が
必
要
か
、
ど
ん
な
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
必
要
か
等
を
お
伝
え

し
て
い
ま
す
。
健
診
を
受
け
ら
れ
る
方

が
、
健
康
に
ど
ん
な
不
安
を
持
っ
て
い

る
か
を
聞
き
つ
つ
、
相
談
に
応
じ
ら
れ

る
よ
う
な
健
診
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

健
康
管
理
の
一
環
と
し
て
、
武
蔵
野

赤
十
字
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

武蔵野赤十字病院
■ 所在地 〒 180-8610　東京都武蔵野市境南町 1-26-1
■ 連絡先 Tel 0422-32-3111（代表）
■ 休診日 土曜、日曜、祝日、5 月 1 日（赤十字創立記念日）、年末年始 
■ 病床数 611 床（一般 528 床、ICU 8 床、HCU 22 床、GICU 6 床、SCU 9 床、
 NICU 6 床、GCU 12 床、感染症 20 床）

健
診
＆
人
間
ド
ッ
ク
で
健
康
管
理
を
土
曜
日
の
健
診
も
は
じ
め
ま
し
た
！

JRC  MUSASHINO  HOSPITAL

武蔵野赤十字病院は、人間ドック学会の機能評価認定施設、かつ総合健診学会の
優良認定施設として認定されています。

消化器科副部長
健診副センター長

髙橋 有香
Yuka Takahashi

診察のようす 健診センターのスタッフたち
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日
本
人
の
３
大
死
因
と
さ
れ
る
「
悪

性
新
生
物（
が
ん
）」「
心
疾
患
」「
脳
血
管

疾
患
」
は
い
ず
れ
も
生
活
習
慣
に
深
く

関
係
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
疾
患
を

予
防
し
、
早
期
に
発
見
し
て
い
く
た
め

に
、当
院
で
は
、生
活
習
慣
に
着
目
し
た

健
康
診
断
、
か
つ
安
全
で
精
度
の
高
い

が
ん
検
診
を
め
ざ
し
、日
々
、質
の
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。

総
合
病
院
の
特
色
生
か
し

通
常
の
検
査
で
わ
か
り
に
く
い
膵

臓
に
つ
い
て
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
最
近
話
題
に

な
っ
て
い
る
脂
肪
肝
か
ら
隠
れ
た
肝
硬

変
に
至
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
Ｍ

２
Ｂ
Ｐ
Ｇ
ｉ
（
血
液
検
査
）、
が
ん
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
と
し
て
ア
ミ
ノ
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
、そ
の
他
、通
常
の
人
間
ド
ッ

ク
に
は
な
い
項
目
を
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し

て
選
択
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

総
合
病
院
の
特
色
を
生
か
し
、
検
査

は
経
験
・
技
量
と
も
に
優
れ
た
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
行
い
、
中
心
と
な
る
検
査
は
、

す
べ
て
専
門
医
の
判
定
を
元
に
結
果
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

健
診
後
、
結
果
が
す
ぐ
に
判
明
す
る

項
目
に
つ
い
て
は
当
日
結
果
を
ご
説
明

し
、高
度
な
医
療
や
専
門
的
な
検
査
・
精

査
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、

当
院
専
門
科
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
は
、
管
理
栄
養

士
や
保
健
師
に
よ
る
栄
養
相
談
指
導
も

行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
に
伴
い
近
年
、
体
の
健
康
だ

け
で
は
な
く
、
脳
の
健
康
も
重
視
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
院
の
健
診
セ
ン
タ
ー
で

は
、脳
血
管
疾
患
だ
け
で
は
な
く
、認
知

症
に
重
点
を
お
い
た
認
知
症
ド
ッ
ク
も

設
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
健
診
を
受
け
て
い
た
だ
く
だ

け
で
は
な
く
、
健
診
を
有
用
な
も
の
と

す
る
た
め
に
、
結
果
を
個
々
の
受
診
者

に
お
伝
え
す
る
際
、
健
診
結
果
で
今
後

何
に
注
意
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
今

後
ど
ん
な
健
診
が
必
要
か
、
ど
ん
な
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
必
要
か
等
を
お
伝
え

し
て
い
ま
す
。
健
診
を
受
け
ら
れ
る
方

が
、
健
康
に
ど
ん
な
不
安
を
持
っ
て
い

る
か
を
聞
き
つ
つ
、
相
談
に
応
じ
ら
れ

る
よ
う
な
健
診
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

健
康
管
理
の
一
環
と
し
て
、
武
蔵
野

赤
十
字
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

武蔵野赤十字病院
■ 所在地 〒 180-8610　東京都武蔵野市境南町 1-26-1
■ 連絡先 Tel 0422-32-3111（代表）
■ 休診日 土曜、日曜、祝日、5 月 1 日（赤十字創立記念日）、年末年始 
■ 病床数 611 床（一般 528 床、ICU 8 床、HCU 22 床、GICU 6 床、SCU 9 床、
 NICU 6 床、GCU 12 床、感染症 20 床）

健
診
＆
人
間
ド
ッ
ク
で
健
康
管
理
を
土
曜
日
の
健
診
も
は
じ
め
ま
し
た
！

JRC  MUSASHINO  HOSPITAL

武蔵野赤十字病院は、人間ドック学会の機能評価認定施設、かつ総合健診学会の
優良認定施設として認定されています。

消化器科副部長
健診副センター長

髙橋 有香
Yuka Takahashi

診察のようす 健診センターのスタッフたち
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風疹の予防接種を受けましょう

２
０
１
８
年
に
再
び
流
行
し
た
風
疹

で
す
が
、
予
防
の
基
本
は
予
防
接
種
で

す
。現
在
、予
防
接
種
以
上
に
予
防
効
果

が
あ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
風
疹
の

最
大
の
問
題
点
は
、
妊
娠
初
期
に
妊
婦

が
感
染
す
る
と
、
お
腹
の
中
の
胎
児
が

先
天
性
風
疹
症
候
群
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
で
す
。
妊
娠
早
期
に
胎
児
が

風
疹
に
感
染
す
る
と
、
死
産
や
重
篤
な

合
併
症
が
胎
児
に
生
じ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。ま
た
、風
疹
の
感
染
を
す
ぐ
に

確
定
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
15
〜
30
％

は
症
状
の
な
い
感
染
で
す
。

予
防
接
種
の
重
要
性

そ
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
状
況
に
遭

遇
し
た
妊
婦
や
家
族
の
不
安
は
筆
舌
に

尽
く
し
難
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

・	

妊
娠
中
の
母
親
が
風
疹
に
か
か
っ
た

場
合
、あ
る
い
は
、か
か
っ
た
か
も
し

れ
な
い
場
合

・	

父
親
が
風
疹
に
か
か
っ
た
場
合
、
あ

る
い
は
父
親
が
風
疹
に
か
か
っ
た
可

能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
た
場
合

・	

身
近
な
知
り
合
い
が
風
疹
に
か
か
っ

た
場
合
、
知
り
合
い
が
風
疹
感
染
の

疑
い
あ
り
と
言
わ
れ
た
場
合

風
疹
の
予
防
接
種
を
受
け
な
か
っ
た

人
、不
完
全
だ
っ
た
人
、予
防
接
種
し
た

も
の
の
抗
体
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
人
な

ど
、
風
疹
抗
体
を
十
分
量
保
有
し
て
い

な
い
人
が
風
疹
を
発
症
し
、
他
人
に
感

染
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
で
、
風
疹
患
者

が
ゼ
ロ
に
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、男

女
問
わ
ず
１
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
々

が
予
防
接
種
を
行
い
、抗
体
を
持
ち
、風

疹
感
染
を
予
防
す
る
こ
と
が
、
風
疹
の

感
染
者
数
を
減
ら
し
、
先
天
性
風
疹
症

候
群
の
子
ど
も
を
減
ら
し
、
さ
ら
に
妊

婦
や
そ
の
家
族
の
不
安
を
な
く
す
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

た
だ
し
、
女
性
の
風
疹
予
防
接
種
は
、

妊
娠
し
て
い
な
い
期
間
に
接
種
し
、
接

種
後
２
か
月
間
は
避
妊
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

厚
生
労
働
省
も
２
０
２
０
年
ま
で
に

風
疹
の
排
除
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
対
策
と
し
て
多
く
の

自
治
体
や
企
業
が
風
疹
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
や
抗
体
検
査
費
用
を
助
成
し
て

い
ま
す
。下
記
の
表
も
参
考
に
、予
防
接

種
を
２
回
受
け
て
い
な
い
方
や
記
憶
が

曖
昧
な
方
は
、
ぜ
ひ
市
町
村
や
会
社
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大森赤十字病院
■ 所在地　〒 143-8527　東京都大田区中央 4-30-1
■ 連絡先　Tel 03-3775-3111（代表）
■ 休診日　土曜、日曜、祝日、年末年始（急患は随時）
■ 病床数　344 床（一般 326 床、ICU・CCU 6 床、HCU 12 床）

子どもの病気やケガは、周りの大人の気遣いによって予防できるものも
あります。今回は風疹について説明します。

JRC OMORI HOSPITAL

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

未
然
に
防
ご
う
、風
疹
感
染

小児科部長

大沼 健一
Kenichi Onuma

表　年齢によって異なる風疹の予防接種状況

2019年1月1日時点 男性 女性

56歳
以上 1962年4月1日以前生 接種なし

39 〜
56歳

1962年4月2日〜
1979年4月1日生

中学校で
集団接種接種なし

1979年4月2日〜
1987年10月1日生

30 〜
39歳 中学生時に1回個別接種

1987年10月2日〜
1990年4月1日生

28 〜
30歳 幼児期に1回個別接種

1990年4月2日以降生28歳
以下 2回個別接種
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「
妊
娠
し
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の

薬
は
飲
め
ま
す
か
？
」「
お
薬
を
飲
む

こ
と
に
な
っ
た
か
ら
断
乳
し
よ
う
と

思
っ
て
…
。
や
っ
ぱ
り
母
乳
を
あ
げ
る

こ
と
は
で
き
な
い
で
す
よ
ね
？
」

妊
娠
中
や
授
乳
中
の
薬
物
治
療
が
赤

ち
ゃ
ん
に
影
響
す
る
の
で
は
な
い
か
と

心
配
す
る
お
母
さ
ん
は
多
い
と
思
い
ま

す
。
病
気
に
か
か
り
薬
を
飲
ん
で
い
る

間
に
妊
娠
・
出
産
し
た
り
、
産
後
の
授

乳
期
に
も
継
続
し
て
薬
を
使
う
こ
と
は

決
し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

妊
娠
中
に
薬
を
飲
ん
で
い
い
の
!?

当
院
で
は
、
お
母
さ
ん
が
使
用
し
て

い
る
薬
の
種
類
や
服
薬
量
、
服
薬
期
間

な
ど
を
確
認
し
、
報
告
さ
れ
て
い
る
情

報
を
も
と
に
、
治
療
に
応
じ
た
情
報
提

供
を
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
場
合
、
妊
娠
中
に
薬
を
飲
ん

で
も
影
響
が
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
一
方
で
、
赤
ち
ゃ
ん
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
一

部
の
特
殊
な
薬
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
薬
は
、
で
き
る
だ
け
避
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
薬
を
飲
ま
な

か
っ
た
た
め
に
お
母
さ
ん
の
病
気
が
悪

化
し
、
お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
が
先
天

的
な
病
気
に
か
か
っ
た
り
、
発
育
が
悪

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
妊
娠
中
で
あ
っ
て
も
必

要
が
あ
れ
ば
薬
を
使
用
し
ま
す
。
自
己

判
断
で
薬
を
や
め
た
り
せ
ず
に
、
必
要

な
治
療
に
つ
い
て
医
師
と
十
分
に
相
談

し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

授
乳
中
の
服
薬
は
？ 

お
母
さ
ん
が
薬
を
飲
む
と
、
ほ
と
ん

ど
の
薬
で
そ
の
成
分
が
母
乳
中
に
移
行

す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ご

く
少
量
し
か
移
行
し
な
い
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
。
さ
ら
に
、
赤
ち
ゃ
ん
に
吸
収
さ

れ
る
の
は
そ
の
一
部
で
、
多
く
の
薬
の

場
合
、
赤
ち
ゃ
ん
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
お
母
さ
ん
が
長
期
間
に
わ

た
り
薬
を
飲
む
場
合
に
は
注
意
が
必
要

で
す
。
医
師
や
薬
剤
師
に
事
前
に
相
談

し
た
上
で
、
長
く
飲
ん
で
も
赤
ち
ゃ
ん

に
影
響
し
な
い
薬
に
変
更
し
た
り
、
赤

ち
ゃ
ん
の
様
子
を
見
な
が
ら
薬
を
継
続

す
る
な
ど
、
飲
む
薬
の
種
類
や
お
母
さ

ん
の
病
状
に
合
わ
せ
て
対
応
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

葛飾赤十字産院
■ 所在地　〒 124-0012　東京都葛飾区立石 5-11-12
■ 連絡先　Tel 03-3693-5211（代表）
■ 休診日　日曜、祝日、年末年始 
■ 病床数　113 床（産婦人科 68 床、NICU・GCU 等 45 床） 

妊
産
婦
の
薬
物
治
療
を
支
援

妊
娠
中
・
授
乳
中
の
お
母
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト

妊娠中や授乳中、薬の使用について不安を感じたことはありませんか？　葛飾赤十字産院では、
お母さんに安心して治療を受けていただけるよう、情報提供など薬物治療の支援をしています。

JRC KATSUSHIKA MATERNITY HOSPITAL

薬局窓口での情報提供のようす 薬物治療の妊娠・授乳への影響について情報収集
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「
妊
娠
し
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の

薬
は
飲
め
ま
す
か
？
」「
お
薬
を
飲
む

こ
と
に
な
っ
た
か
ら
断
乳
し
よ
う
と

思
っ
て
…
。
や
っ
ぱ
り
母
乳
を
あ
げ
る

こ
と
は
で
き
な
い
で
す
よ
ね
？
」

妊
娠
中
や
授
乳
中
の
薬
物
治
療
が
赤

ち
ゃ
ん
に
影
響
す
る
の
で
は
な
い
か
と

心
配
す
る
お
母
さ
ん
は
多
い
と
思
い
ま

す
。
病
気
に
か
か
り
薬
を
飲
ん
で
い
る

間
に
妊
娠
・
出
産
し
た
り
、
産
後
の
授

乳
期
に
も
継
続
し
て
薬
を
使
う
こ
と
は

決
し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

妊
娠
中
に
薬
を
飲
ん
で
い
い
の
!?

当
院
で
は
、
お
母
さ
ん
が
使
用
し
て

い
る
薬
の
種
類
や
服
薬
量
、
服
薬
期
間

な
ど
を
確
認
し
、
報
告
さ
れ
て
い
る
情

報
を
も
と
に
、
治
療
に
応
じ
た
情
報
提

供
を
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
場
合
、
妊
娠
中
に
薬
を
飲
ん

で
も
影
響
が
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
一
方
で
、
赤
ち
ゃ
ん
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
一

部
の
特
殊
な
薬
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
薬
は
、
で
き
る
だ
け
避
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
薬
を
飲
ま
な

か
っ
た
た
め
に
お
母
さ
ん
の
病
気
が
悪

化
し
、
お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
が
先
天

的
な
病
気
に
か
か
っ
た
り
、
発
育
が
悪

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
妊
娠
中
で
あ
っ
て
も
必

要
が
あ
れ
ば
薬
を
使
用
し
ま
す
。
自
己

判
断
で
薬
を
や
め
た
り
せ
ず
に
、
必
要

な
治
療
に
つ
い
て
医
師
と
十
分
に
相
談

し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

授
乳
中
の
服
薬
は
？ 

お
母
さ
ん
が
薬
を
飲
む
と
、
ほ
と
ん

ど
の
薬
で
そ
の
成
分
が
母
乳
中
に
移
行

す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ご

く
少
量
し
か
移
行
し
な
い
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
。
さ
ら
に
、
赤
ち
ゃ
ん
に
吸
収
さ

れ
る
の
は
そ
の
一
部
で
、
多
く
の
薬
の

場
合
、
赤
ち
ゃ
ん
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
お
母
さ
ん
が
長
期
間
に
わ

た
り
薬
を
飲
む
場
合
に
は
注
意
が
必
要

で
す
。
医
師
や
薬
剤
師
に
事
前
に
相
談

し
た
上
で
、
長
く
飲
ん
で
も
赤
ち
ゃ
ん

に
影
響
し
な
い
薬
に
変
更
し
た
り
、
赤

ち
ゃ
ん
の
様
子
を
見
な
が
ら
薬
を
継
続

す
る
な
ど
、
飲
む
薬
の
種
類
や
お
母
さ

ん
の
病
状
に
合
わ
せ
て
対
応
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

葛飾赤十字産院
■ 所在地　〒 124-0012　東京都葛飾区立石 5-11-12
■ 連絡先　Tel 03-3693-5211（代表）
■ 休診日　日曜、祝日、年末年始 
■ 病床数　113 床（産婦人科 68 床、NICU・GCU 等 45 床） 

妊
産
婦
の
薬
物
治
療
を
支
援

妊
娠
中
・
授
乳
中
の
お
母
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト

妊娠中や授乳中、薬の使用について不安を感じたことはありませんか？　葛飾赤十字産院では、
お母さんに安心して治療を受けていただけるよう、情報提供など薬物治療の支援をしています。

JRC KATSUSHIKA MATERNITY HOSPITAL

薬局窓口での情報提供のようす 薬物治療の妊娠・授乳への影響について情報収集
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あ
な
た
の
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
！

献
血
を
し
た
こ
と
の
な
い
方
に
理
由
を
聞

く
と
、「
怖
い
」「
針
を
刺
す
の
が
痛
く
て
嫌

だ
か
ら
」
の
ほ
か
に
、「
献
血
に
つ
い
て
よ

く
知
ら
な
い
か
ら
」
と
い
う
声
が
上
が
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
東
京
都
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
で
は
、
献
血
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ

く
「
献
血
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ま
の
力
を
お
貸
し
い
た
だ
け
な
い

で
し
ょ
う
か
？ 

方
法
は
い
た
っ
て
シ
ン
プ

ル
。
日
常
の
な
か
で
、「
献
血
」
に
つ
い
て

話
す
。
そ
れ
だ
け
で
す
。

た
と
え
ば
、「
暇
だ
な
ぁ
」「
新
し
い
こ
と

を
始
め
た
い
」
と
話
す
友
人
に
、「
献
血
に

行
こ
う
♪
」「
献
血
を
始
め
て
み
な
い
？
」と
、

声
を
か
け
て
み
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
の
言
葉
で

献
血
を
語
っ
て
く
だ
さ
い

な
ぜ
、
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
？
　献
血
を
実
際
に
や
っ
て

み
て
ど
う
で
し
た
か
？
　あ
な
た
の
言
葉

で
、
話
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日
常
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
よ
う
に
、「
献

血
行
っ
た
？ 

次
い
つ
行
く
？
」
と
気
軽
に
話

題
に
な
る
日
が
来
た
ら
。
読
書
や
ジ
ョ
ギ
ン

グ
と
同
じ
よ
う
に
、
献
血
が
メ
ジ
ャ
ー
な
趣

味
に
な
れ
ば
…
。
そ
ん
な
献
血
の
未
来
を
一

緒
に
築
き
ま
せ
ん
か
？

あなたの口コミが、時代を変える。
献血がより身近となる未来を築く

献血NEWS

内容： 輸血や献血の必要性等について学び、「命の大切さ」や「助け合
い」への理解を深めるとともに、「自分ができること」を考える。

対象： 小学校 5 年生〜高校３年生
【学校関係者の皆さまへ】

献血セミナーのご依頼を承っております。お申し込みは学校単位に
なります。

【献血セミナーに関するお問い合わせ】
東京都赤十字血液センター企画課　電話：03-5272-3512 まで

年　　　　組　 グループ名

献血バスのメッセージを考えよう！

- 血液事業から考えるわたしたちの社会 -- 血液事業から考えるわたしたちの社会 -
助け合う社会助け合う社会を支えるひとりになるを支えるひとりになる

献血セミナーのようす
献血セミナーのご案内

もっと献血のことを知ろう♪

ほかの人の苦しみに「気づき」
「考え」「実行する」!!　今回の

授業で初めて知ったことがと
ても多かったです。（中３）

自分たちのような若者
が未来に向けて何をす
ればいいのか考えさせ
られた。（中１）

社会は一人ひとりが協力
して成り立っているのだ
と実感しました。（中２）

今回の授業で「人間を救える
のは、人間だ」ということを
改めて実感しました。（中２）

献血セミナー参加者の声

献血セミナーの
参加者たちに、献血者
を増やすためのメッセージ
を考えていただき

ました
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復旧や生活再建はこれから
インドネシア・スラウェシ島地震・津波災害

２
０
１
８
年
９
月
28
日
、イ

ン
ド
ネ
シ
ア
中

部
の
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
を
震
源
と
す
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７・５
の
地
震
が
発
生
し
、
そ

の
後
の
余
震
と
あ
わ
せ
、建
物
の
崩
落
、地

滑
り
、液
状
化
、数
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
起

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
死
者
２
１
１
３

人
、
避
難
者
は
22
万
人
以
上
、

６
８
０
人
が
い
ま
だ
に
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
ま
す（
10
月

20
日
現
在
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国

家
防
災
庁
発
表
）。

地
元
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
赤
十
字
社
は
、
行

方
不
明
者
の
捜
索

や
救
援
物
資
の
配

布
な
ど
に
取
り
組

み
、
現
在
は
仮
設

診
療
所
な
ど
で
医

療
活
動
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

日
赤
も
そ
の
支
援

の
た
め
連
絡
調
整

員
や
緊
急
医
療
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
ま
し
た
。

液
状
化
の
被
害
に
あ
ぜ
ん

緊
急
医
療
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
10
月

22
日
か
ら
11
月
14
日
ま
で
現
地
に
派
遣
さ

れ
た
和
歌
山
医
療
セ
ン
タ
ー
・
国
際
医
療

救
援
部
の
古
宮
伸
洋
医
師
は
、
液
状
化
の

被
害
を
受
け
た
地
区
を
訪
問
し
て
、
そ
の

破
壊
力
に
驚
い
た
と
言
い
ま
す
。

「
液
状
化
し
て
い
る
間
は
地
面
が
う
ね

り
、
攪か

く

拌は
ん

器き

の
中
に
い
る
よ
う
な
感
じ
だ

っ
た
そ
う
で
す
。
津
波
の
後
の
よ
う
な
光

景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
」。
地
面
が
大

き
く
盛
り
上
が
り
、
家
は
バ
ラ
バ
ラ
に
。

未
だ
埋
ま
っ
た

ま
ま
の
人
も
多

い
そ
う
で
す
。

古
宮
医
師
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

赤
十
字
社
の
仮

設
診
療
所
や
訪

問
診
療
を
支
援
。

大
き
な
避
難
民

キ
ャ
ン
プ
は
衛

生
状
態
も
向
上

し
、
水
や
食
料

が
十
分
に
供
給

さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
山
間
部

な
ど
周
辺
の
小

規
模
な
キ
ャ
ン

プ
は
物
資
が
不
足
気
味
で
、
衛
生
環
境
も

懸
念
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

「
被
害
の
な
か
っ
た
地
域
は
ふ
だ
ん
の

生
活
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
が
、
被
害
を

受
け
た
地
区
の
復
旧
や
生
活
再
建
は
ま
だ

ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
」
と
古
宮
医
師
。
息

の
長
い
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

被災された方から話を聞く古宮医師

赤十字国際ニュースのメー
ルマガジンに登録しません
か？　定期的にニュースが
お手元に届きます。登録・
閲覧はこちら↓

パル

ド
ン
ガ
ラ

震源地のドンガラ
と、被害の大きか
ったスラウェシ州
都のパル

赤十字国際ニュース
（まぐまぐ） 液状化に飲まれた自宅を見つめる男性に寄り添う赤十字

ボランティア。男性の娘の安否は未だわかっていない

©IFRC Iris van Deinse
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赤十字子供の家では 10 月末、今年もハロウィンを楽し
みました。思い思いの仮装とフェイスペイントを施

します。血を滴らせたドラキュラ、ドラえもん、ドラゴンボー
ル、ピカチュウも。女の子たちはプリンセスになりました。

子どもたちは３グループに分かれ、グループごとに２人
ずつリーダーが選ばれます。リーダーは宝の…ではなくお
菓子のポイント地図を持っています。この地図を持って、
いざ出発！

たくさんのお菓子をゲット！

「ここが消防署だからこの角を曲がるんだよ」「それじゃ
あ行き過ぎ！」と相談しながら歩く姿を、大人たちは後ろ
でニコニコ、ハラハラ見ています。無事に最初のポイント
を見つけて、「せ〜のっ！ トリック・オア・トリート！」
のかけ声に、お肉屋さんは優しい笑顔でたくさんのお菓子
をくれました。その後は、武蔵野赤十字病院の隣にある血
液センターなどを回って、子どもたちの冒険は無事終了。

お付き合いくださった海老沢肉店さん、東京都赤十字血
液センター武蔵野出張所の皆
さん、そしていつも温かく見
守ってくださる近所の方々、
ありがとうございました。

今年も武蔵野赤十字保育園では、10 月に運動会を開催
しました。運動会は、子どもたちの成長した姿を見る

ことができる良い機会。この日のために一生懸命練習して
きた子どもたちは、ドキドキしながら本番を迎えました。

3 歳児クラスは、絵本『11 ぴきのねこ』を題材に子ども
たちがネコになりきり、お魚釣りに出かけました。最後に、
クラスのみんなで協力して大きなお魚を釣り上げた瞬間に
は、会場から大きな歓声が上がりました。

年長さんは迫力の踊り

年長さんは「よっちょれ」を踊りました。振り付けや掛
け声がたくさんあって難しい踊りですが、カッコよく迫力
満点の踊りを見せてくれました。年下の子どもたちが、踊
りに合わせ「どっこいしょー！どっこいしょー！」と応援
する姿も見ることができました。

子どもたちには運動会を通じて、一生懸命練習するこ
とやお友だちを応援する気持ちの大切さを感じてほしいと
願っています。運動会を終えた今から、子どもたちはリレー
やかけっこをして運動会ごっこに夢中です。もう、来年の
運動会が待ち遠しいようです。

今年もみんなで
ハロウィンを楽しんだよ！

待ちに待った運動会！
たくさん練習したよ

迫力満点。
さすが年長さん！

赤十字子供の家武蔵野赤十字保育園

お肉屋さんで元気に
「トリック・オア・
トリート！」

やったー！
大きな魚が
釣れたよ!!

リーダーに
渡される
“宝”の地図

福祉施設NEWS
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ボランティア。男性の娘の安否は未だわかっていない

©IFRC Iris van Deinse

p21-23-news.indd   23 2018/12/12   20:20

WEL
FAR

E

FAC
ILI

TY

NEW
S

NISSEKI TOKYO 22

2019  Winter  Vol.20

赤十字子供の家では 10 月末、今年もハロウィンを楽し
みました。思い思いの仮装とフェイスペイントを施

します。血を滴らせたドラキュラ、ドラえもん、ドラゴンボー
ル、ピカチュウも。女の子たちはプリンセスになりました。

子どもたちは３グループに分かれ、グループごとに２人
ずつリーダーが選ばれます。リーダーは宝の…ではなくお
菓子のポイント地図を持っています。この地図を持って、
いざ出発！

たくさんのお菓子をゲット！

「ここが消防署だからこの角を曲がるんだよ」「それじゃ
あ行き過ぎ！」と相談しながら歩く姿を、大人たちは後ろ
でニコニコ、ハラハラ見ています。無事に最初のポイント
を見つけて、「せ〜のっ！ トリック・オア・トリート！」
のかけ声に、お肉屋さんは優しい笑顔でたくさんのお菓子
をくれました。その後は、武蔵野赤十字病院の隣にある血
液センターなどを回って、子どもたちの冒険は無事終了。

お付き合いくださった海老沢肉店さん、東京都赤十字血
液センター武蔵野出張所の皆
さん、そしていつも温かく見
守ってくださる近所の方々、
ありがとうございました。

今年も武蔵野赤十字保育園では、10 月に運動会を開催
しました。運動会は、子どもたちの成長した姿を見る

ことができる良い機会。この日のために一生懸命練習して
きた子どもたちは、ドキドキしながら本番を迎えました。

3 歳児クラスは、絵本『11 ぴきのねこ』を題材に子ども
たちがネコになりきり、お魚釣りに出かけました。最後に、
クラスのみんなで協力して大きなお魚を釣り上げた瞬間に
は、会場から大きな歓声が上がりました。

年長さんは迫力の踊り

年長さんは「よっちょれ」を踊りました。振り付けや掛
け声がたくさんあって難しい踊りですが、カッコよく迫力
満点の踊りを見せてくれました。年下の子どもたちが、踊
りに合わせ「どっこいしょー！どっこいしょー！」と応援
する姿も見ることができました。

子どもたちには運動会を通じて、一生懸命練習するこ
とやお友だちを応援する気持ちの大切さを感じてほしいと
願っています。運動会を終えた今から、子どもたちはリレー
やかけっこをして運動会ごっこに夢中です。もう、来年の
運動会が待ち遠しいようです。

今年もみんなで
ハロウィンを楽しんだよ！

待ちに待った運動会！
たくさん練習したよ

迫力満点。
さすが年長さん！

赤十字子供の家武蔵野赤十字保育園

お肉屋さんで元気に
「トリック・オア・
トリート！」

やったー！
大きな魚が
釣れたよ!!

リーダーに
渡される
“宝”の地図

福祉施設NEWS
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赤十字
Supporters

で
は
友
だ
ち
と
同
好
会
を
つ
く
り

Ｊ
Ｒ
Ｃ
に
加
盟
し
ま
し
た
。
国
際

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
テ
ー
マ
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

ト
レ
セ
ン
で
知
り
合
っ
た
子
が
、

北
京
で
開
か
れ
た
三
首
都
交
流
※
２

に
参
加
し
た
経
験
を
教
え
て
く
れ

た
の
で
す
が
、
キ
ラ
キ
ラ
し
て
本

当
に
楽
し
そ
う
で
。
英
語
は
苦
手

で
し
た
が
、
頑
張
っ
て
勉
強
し
て

翌
年
の
ソ
ウ
ル
で
の
三
首
都
交
流

に
参
加
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

目
標
通
り
翌
年
に
三
首
都
交
流

に
参
加
し
、
知
り
合
っ
た
高
校
生

か
ら
児
童
労
働
の
こ
と
を
教
わ
り

ま
し
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、

い
ま
は
国
際
協
力
に
関
心
が
あ
り

ま
す
。
２
０
１
８
年
に
東
京
で
開

か
れ
た
三
首
都
交
流
で
は
運
営
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
自
分
が
参
加
し
た
時
の
恩
返

し
と
い
う
か
、
参
加
し
た
み
ん
な

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
頑
張

り
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
Ｃ
で
、
カ
ッ
コ
い
い
先
輩

た
ち
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
今
度
は
自
分
が
誰
か

の
き
っ
か
け
に
な
り
た
い
。
そ
し

て
、
将
来
は
児
童
労
働
を
な
く
す

た
め
国
際
協
力
の
仕
事
に
就
き
た

い
で
す
。

青
少
年
赤
十
字
の
ト
レ
セ
ン
が

自
分
を
変
え
て
く
れ
た

通
っ
て
い
た
中
学
校
が
青
少

年
赤
十
字
（
Ｊ
Ｒ
Ｃ
）
に

加
盟
し
て
い
て
、
２
年
生
の
と
き

に
先
生
に
誘
わ
れ
て
ト
レ
セ
ン
※
１

に
参
加
し
た
の
が
、
赤
十
字
と
出

会
っ
た
き
っ
か
け
で
す
。

私
は
そ
れ
ま
で
引
っ
込
み
思
案

で
、授
業
で
手
も
挙
げ
ら
れ
な
か
っ

た
し
、
意
見
も
言
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
も
、
ト
レ
セ
ン
で
は
、
間

違
え
て
も
み
ん
な
が
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
る
か
ら
挑
戦
し
や
す
か
っ

た
し
、
自
分
の
意
見
も
言
い
や
す

か
っ
た
。
ま
た
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
つ
い
て
学
ん
だ
の
で
す
が
、

人
の
先
頭
に
立
っ
て
引
っ
張
る
ば

か
り
が
リ
ー
ダ
ー
で
は
な
く
、
後

ろ
か
ら
み
ん
な
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

タ
イ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
も
あ
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
な
ら
私
に

も
で
き
る
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

ト
レ
セ
ン
後
、
学
校
で
も
保
健

委
員
会
の
委
員
長
な
ど
に
立
候
補

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高
校

落
合
愛あ

友ゆ

海み

さ
ん（
青
少
年
赤
十
字
メ
ン
バ
ー
、高
校
１
年
生
）

三首都交流
では、運営

ボランティ
アとして司

会

進行も務め
ました

※1 トレセン…リーダーシップ・トレーニング・センターの略称。
青少年赤十字の教育プログラムのひとつで、集団生活を伴う学
習活動の場。東京都支部では毎年８月に開催しています。

※2  三首都交流…青少年赤十字の実践目標のひとつ「国際理解・親善」の達成のため、三首
都（東京・ソウル・北京）の青少年赤十字中高生メンバー 30人が、約1週間の交流を通し
て異文化や赤十字への理解を深めます。毎年、三首都いずれかの都市で開催されます。

「トレセンをきっかけに考え方が変わった」と

語る落合さん
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